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 患者さんに最善な医療を提供するために
地域の医療機関との連携を
大切にしています

K a s h i w a b a  N e u r o s u r g i c a l  H o s p i t a l

関連施設紹介／訪問看護ステーション ふくずみ



脳
血
管
障
害
の
背
景
に
は

内
科
的
疾
患
が
あ
り
ま
す

　　

脳
血
管
障
害
の
発
症
に
は
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
内
科
的
疾
患
が
危

険
因
子
と
し
て
深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
の
患
者
さ
ん
は
内
科
的
疾
患
を
併
存
し

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
脳
血
管
障
害
を
発
症
す
る
と

若
い
患
者
さ
ん
よ
り
も
重
篤
に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
脳
血
管
障
害
の
診
療
は
、
内
科
的

疾
患
の
状
態
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

 患者さんに最善な医療を提供するために

地域の医療機関との連携を
 大切にしています

地
域
の
医
師
同
士
が
協
力
し
合
い

役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す

近
隣
の
専
門
医
と
連
携
し

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
医
療
を

　　

当
院
で
は
、
脳
血
管
障
害
の
治
療
中
も
患
者
さ
ん

の
内
科
的
疾
患
に
配
慮
し
、
必
要
な
治
療
を
適
切
に

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
近
隣
の
病
院
や
診
療

所
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
専
門
医
同
士
が
情
報
を
交

換
し
、
十
分
に
検
討
し
た
上
で
「
患
者
さ
ん
に
最
善

な
医
療
」
を
導
き
出
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
近
隣
の
内
科
専
門
医
に
院
内
研
修
会
の
講

師
を
依
頼
し
、
当
院
職
員
が
脳
血
管
障
害
と
内
科
的

疾
患
の
関
与
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、「
医
療
者

同
士
の
顔
の
見
え
る
関
係
」を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　脳血管障害の危険因子には、高血圧症、
糖尿病、高脂血症、慢性腎臓病などの内
科的疾患が深く関与しています。柏葉脳
神経外科病院では、こうした疾患を抱え
ている患者さんの治療にも迅速に対応で
きるように、近隣の病院や診療所の各専
門医と緊密に連携しています。

柏葉脳神経
外科病院地域の

循環器科
診療所

地域医療連携の仕組み
地域医療連携とは、地域の病院・
診療所が、それぞれの長所を生か
しながら役割を分担し、連携して
適切な医療を行う仕組みです。

紹介患者さんの診療
地域の病院や診療所から依頼を受
け、紹介患者さんの検査・治療を行
います。

結果や経過の報告
紹介患者さんの検査結果や治療経過
は、当院の担当医がかかりつけ医に
迅速・正確に報告します。

医療機関の紹介
かかりつけ医がいない場合は、患者
さんと相談しながら、退院後の診療
を担当する医療機関を紹介します。

地域医療の質の向上
地域の専門医同士が集まって勉強会
を開催したり、職員対象の研修会を
実施しています。

地域の病院

地域の
内科
診療所

広がる地域医療連携



生
活
習
慣
病
は
脳
血
管
障
害
の
原
因
に
も

　

私
た
ち
内
科
医
は
、
生
活
習
慣
病
を
抱
え
て
い

る
「
脳
血
管
障
害
予
備
軍
」
の
患
者
さ
ん
を
診
て

い
る
立
場
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
動

脈
硬
化
は
脳
血
管
障
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。脳
血
管
障
害
の
発
作
を
防
ぐ
に
は
、

内
科
医
の
も
と
で
生
活
習
慣
病
を
治
療
し
、
脳
血

管
障
害
の
亜
急
性
期
や
回
復
期
、
慢
性
期
の
診
療

に
は
、
脳
神
経
外
科
医
と
内
科
医
の
連
携
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

万
が
一
の
場
合
も
迅
速
に
連
携

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
治
療

と
脳
血
管
障
害
の
早
期
発
見
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

父
が
診
療
し
て
い
た
時
代
か
ら
診
て
い
る

1
0
3
歳
の
患
者
さ
ん
か
ら
私
が
学
ん
だ
の
は
、

生
活
習
慣
病
の
継
続
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
大
切
さ

で
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
に
責
任
あ
る
医
療
を
提

供
す
る
た
め
、学
会
に
出
席
し
最
新
医
療
を
学
び
、

専
門
分
野
の
異
な
る
医
療
機
関
と
積
極
的
に
連
携

し
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
患
者
さ
ん
に
脳
血
管
障
害
が
疑
わ
れ

た
場
合
は
、
柏
葉
脳
神
経
外
科
病
院
に
連
絡
し
、

障
害
に
応
じ
た
最
善
の
医
療
を
患
者
さ
ん
が
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

7人のスタッフが丁寧に診療を行っています（左前が水戸院長）

連 携 医 療 機 関

イ ン タ ビ ュ ー

柏葉脳神経外科病院では
24時間365日体制で
急患を受け付けています

011‐851‐2333

脳血管障害の前兆を
見逃さないでください
たとえ一過性でも下記の症状が見られた場
合は、一刻も早く119番で救急車を呼ぶ
か、当院で受診しましょう。「一晩様子を
見てから…と受診が遅れると適切な治療を
受けられずに、寝たきりになることも。特
に脳梗塞の治療は早ければ早いほど、後遺
症が少なくなることが分かっています。

●意識がなくなる

●片方の手足など半身の動きが急に悪くなる

●片方の目が見えにくくなる、視野が狭く

なる

●突然ろれつが回らなくなる、言葉が出に

くくなる

●突然ふらつき、歩けなくなる

みと内科循環器クリニック
院長 水戸孝文
札幌市豊平区福住1条1丁目7‐1

電話 011‐851‐2800

脳血管障害の予防・治療には
脳神経外科医と内科医の
連携が必要です

上の図のようなハイリスク群、危険因子を取り除くことは、脳梗塞、

脳出血、くも膜下出血などの脳血管障害の発症や再発を予防し、治

療にも役立ちます。そのため、脳神経外科医と内科医の連携が重要

になるのです。

脳血管障害
●高血圧症 

●糖尿病 

●脂質異常症

●心房細動 

●喫煙 

●飲酒 

●睡眠時無呼吸症候群（SAS） 

●メタボリックシンドローム 

●慢性腎臓病（CKD）

脳血管障害の
危険因子

脳血管障害のハイリスク群




